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論

叢

凋
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
る
政
策

第
十
八
巻

(第

三
號

三
八
)

五
八
入

猫
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

序

品
口

小

島

昌

太

郎

海
運

に
於
け
る
濁
占
は
、
定
期
船
事
業
の
範
園
内
に
於
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
而
し
て
之
を
成
立

せ
し
む
る
方
法
は
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ε
名

づ
け
ら
れ
て
居

る
所

の
定
期
船
會
肚
間
の
同
盟
の
力
に
よ
る
も
の
で

あ
る
は
、
前
論
に
於
て
既
に
説
明
し
陀
る
厨

で
あ
る
。
故

に
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
封
ず
る
政
策
な
る
も
分
は
、
同

時
に
又
海
運

の
畑御
古
そ
の
も
の
に
封
ず
る
政
策
で
あ
る
。

濁
占
的

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
加
盟
者
は
、
定
期
船
事
業
脛
賢
者
の
み
で
あ

っ
て
、
而
し
て
定
期
船
な
る
も
の
は

圭
ε
し
て
、
工
業
製
品
、
工
業
原
料
、
高
慣
な
る
原
始
産
業
生
産
物
等
の
喩
逡
に
當
る
も

の
で
め
る
か
ら
、

コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
封
ず
る
政
策
は
、
又
、
此
等
の
商
品
の
貿
易
に
封
ず
る
政
策

の

一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

最
後
に

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
が
そ
の
凋
占
的
地
位
を
維
持
す
る
は
、
嘗
て
述

べ
た
る
が
如
く
、
圭
ε
し
て
、
運
賃

延
展
制
ピ
構
す

る
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
π
る
方
法
に
よ
り
て
、
加
盟
會
耽
に
蜀
す
る
縄
掛
的
後
援
を
荷
主
に
強
要
し

以
て
、
新
た
塗
る
競
争
看
の
漫
生
を
妨
樋
す
る
龍
ま
る
の
で
あ
る
。
運
賃
麺
涙
制

(天
賦
之
ピ
何
様
の
救
果
を
膚

1)本 誌第十四巻第一號(一 入一頁以下)及 同第 二號(八 五頁 以下)「 海;軍に於 ける

占」及、第十七巻第 三號(六 一頁以下)「コンファレンスの成立可能 範圏」参照



●

ヶ
所

の
荷

主
拘
束
手
段

)
を
・

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
よ
レ
取
ら
去

れ
ば
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
は
　脚
占

的

阿
盟

ご
し

て

骨
抜

き
の
も
⑳
ε
な
り
終

る
。」

從

っ
て
、
を
れ
は
弊
害

少

き
も

の
ε
な

る
で

あ
ら

う
が
、
之

ε
共

に
叉
そ
れ

の
利

益

も
大

に
減
.殺

せ
ら

る

、
こ
ε

＼
な

る
。
赦

に
運
賃

延
展

制
に
謝
し
如
何

な

る
威

置
を

蓬
る
か
は
、

コ
ン
フ
ァ

レ

ン
ス
に
…封
ず

る
政
策

の
中

16

問
題

で
あ
る
。

藪

に
於
て
、

ご

ン
フ
ブ

レ
ソ
ス
に
封

ず

る
政
策

な

る
も

の
は

、
そ
の
糖
葉

方
針
特

に
運
賃
延

展
制

が
、

一
國
の

糊
外
貿

易
上

の
利
釜
井

び
に
海
運

上

の
利
益

に
罰

し
、

如
何
な

る
影

響
を

及
ぼ
す

も

の
で
あ

る
か
の
観
察
を
基
礎

ξ
し
て
定

め
ら

る

べ
き
も

の
こ
な

る
。
然

る
に
、

コ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス
及

び
運

賃
延
展
制

が
、

一
国

の
対
外
貿
易

上

の
利
金
叉
は
海
運

上
の
利
益

に
黝

し
て
及
ぼ
す
影

響
は

、
既

に
迷

津
π

る
が
加

く
、
各

国
の
国

際
貿
易

上
の
地

位

及

び
そ
の
特
性

ご
、
そ
の
海
運

の
獲
達
程

度
及
び

そ
の
構
成

の
如

何

に
よ

っ
て
、
叉
各

弐
そ

の
趣

き
を
異

に
す

る

」
も

の
で
あ

る
。
故

に
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
及

び
運
賃

延

展
制

に
封
ず

る
政
策

は

、
国
情

に
よ
り
著

し
く
異

る
所

が

な
け
れ
ば
な
ら

鳳
。

・
、

而
し

て
、
贋
く

、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
及

び
運
賃

延
展

制

に
糞
す

る
政
策

(腰
蓑

の
政
策

)
ε
云

ふ
場
合

に
は
、
國

家

の
此
等

に
封
ず

る

一
般
的
な

る
態

度

ε
、
此
態

度
を

本

ざ
し

て
之

よ
り
生
す

る
具
髄
的
な

る
各
個
の
手
段

(狭

義

の
政
策

)
嬉
を
含

む
。
よ
り

て
、
以
下
、
私
は
先

づ
主

要
諸

国

の

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
封
ず

る

一
般
的
な

る
態

度

の
代
表
的
な

る
も

の
を
述

べ
、
次

に
、
之

に
謝
す

る
具
禮
的
政

策

の
主
な

る
も

の
を
略
述
す

る
で
あ
ら

う
。

論

叢

稠
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
十
八
巻

(第
三
號

三
九
)

五
八
九

画



口

論

叢

濁
占
的
海
運

同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第

十
八
巻

へ第

三
號

四
〇
)

五
九
〇

第

一

主

要

諸

國

の

コ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

に

封

ず

る

一
般

的

態

度

櫛

占

的

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
封
ず

る
各
国

の
態
度
は

、

之
を
好

意
的

に
是

認
す

を
も

の

こ
、
排
斥
的

に
非

記
す

る
も
の

ε
.
そ
の

中
間

に
あ

っ
て
中

立
的
調
停
的

な

る
も

の
ご
の
三

つ
に
分

つ
こ

ε
が
出

来

る
。
第

一
の
態

度
を

ご

る
代
表
的
な

る
も

の
は
揖
逸

て
あ

っ
て
、
第

二
を
代

表
す

る
も

の
は

北
米

合
乗
越

で
あ
b

、
第
三
を

代
表
す

乃

も
の
は
英

吉
利

で
あ

る
。一

糊欄
逸

の
翻
ン
7
ア
レ

ン
ス
に
封

ず
る

一
般
的
態

度

戦
前

の
濁
逸

は

、
凋
占

的

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
を
是
認

し
之
に
好

意
的

な
る
態
度
を

ご
る
代
表

的
な

る
も
の
で

あ

っ
把
。
而

し
て
戦
後

に
於

て
も
此
態

度

に
何
等

の
璽
化

を
見
な

い
。

濁
逸

の
海
運
業

は

、
,今

日

に
於

て
も
そ
う
で
あ

る

が
、
戦
前

に
於

て
ほ
殊

に
、
定
期
船

事
業

が
優
勝

的
地

位
に

あ

っ
て
、
不
定
期
船

事
業
は
到
底

之

に
及

ば
ざ

る
の

状
態

で
あ

っ
た

、
而

し
て
、
蜀
逸

政
府
は
夙

に
海

外
貿

易
獲

展

の
爲

め
に
、
定
期

船
事
業

に
有
形

無
形

の
保
護

を

與

へ
て
居

っ
た
か
ら
、

一匕
に
徒

事
す

る
諸
曾
肚

は
次
第

に
實

力

習
充

貸

し
て
、
世
界

海
運
界

に
於

て
も
漸

く
有
力

な

る
地
歩

を
占

む

る
に
至

っ
た
。
而

し
て
當
時
は
恰
も

、
不

定
期
船

の
替

業
領
域

が
、
世
界

の
主
要

航
路

に
於

て
、
歴

澄

せ
ら

れ

つ

、
あ

る
の
時
代

で
あ

っ
た
。
然

る
に
之
を

堅

地

ゴ
)
た
る
も

の
は
、
英
吉
利

に
於
て
先

づ
獲
籍

し

仁
所

の
定
期
船
會

批
聞

の
伺
盟

、
即
ち

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
で

■



,

あ
る
が
、
凋
逸

の
定
期

船
會
　肛
は
、
其
勢
力

を
漸
次
充
賞

す

る
ε
共

に
、
英
吉

利
諸
會
肚

の

]
ソ
フ
ァ

レ
ン
ス
に
加

盟

し
、其
集

合

の
力
を
以

て
、世
界

の
各
方
面

に
そ
の
笹

葉

領
域
を
撞
暖

し
た

の
で
あ
る
。
故

に

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス

な

る
も
の
は
、
個樹
逸

定
期

船

事
業

に
`
b
て
は

、
そ

の
腰
達

に
貢
献
す

る
所
甚

だ

人
な

る
も
の
で
あ

っ
た
。
殊

に

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
獲
達

に
よ
り

て
、
不
定
期
船

事
業

は
塵
迫

せ
ら
れ

た
・ご
吉

ふ
も
の

、
、
そ

の
歴
迫

を
蒙
b

た

る
も
の
は
、

不
定
期

船
が

一
國
海

運
の
櫨
成

上
主
要

の
地

位
を
占

め
て
居

っ
た
所

の
、
英

吉
利
や
諾
威

の
如

き
國

で
あ

っ
て
、

不
定
期

船
事
業

が
初

め
よ
り
あ
ま
り
盛

ん
で
な

か

っ
た
凋
逸

に

ε
り

て
は
、

コ
ソ
ノ
ァ

レ
ソ
ス
に
よ

り

て
定
期
船

事
業

の
獲
達

が
促
進

せ
ら

れ
た

る
よ

り
生

す

る
利
益
が
、

不
定
期
船

事
業

の
受

け
π
塵
追

よ
り
生
す

る
損
害

に
比

べ
て
、
比
較

に
な
ら

漁
程
大
き

か

っ
た

の
で
あ

る
。
之

れ
猫
逸

に
於

て
は

、

コ
ン
ノ
ァ

レ
ソ
ス
な

る

も

の

に
劃

し

て
好

意
的
賛
成
商

の
論

こ
そ
多
け

れ
、
排

斥
的
非
認
的
議

論
を
殆

ご
見
ざ

る
所
以

で

め

つ
て
、
「
凋
逸

學
界

も
輿
論

の
大
勢
も
、
政
府

ご
同
じ
く
、
海
運

同
盟

を
以

て
、
國
家

の
海
運
を
有
力

な
ら
し
む

る
年
段

㍗
あ
り
、

從

っ
て
叉
凋
逸
国

民
脛
濟
を
堅

固
な
ら

し
む

る
手
段

で
あ

る
ε
認
む

る
」
理
由

の
存

す

る
所

で
あ

る
。

尤

も
、
か
く
の
如

く

コ
ソ
フ
ァ

レ
ゾ
ス
に
射

し

て

一
般

に
賛
成
的
是
認

的
の
態
度

に
あ
る
凋
逸

に
於

て
も
、他

国

に
於

け
る
ε
同
様

に
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
が

そ
の
凋
占

的
地

位
を
保
護
す

る
が
爲

め
に
ご

る
所

の
運
賃
延
展

制

に

饗

し
て
は

、
若
干

の
不
平

が
な

い
で
は
な

い
。
嘗

て

、

ハ
ン
ブ

ル
ク
の

一
海

運
業
者
は

、
そ
の
競
争

看

た
る
三
定

期

船
會
肚
を
相
手

取

っ
て
訴
訟

を
提

起

し
、
彼
等

が
.採

用
す

る
運
賃

延

展
制

を
禁

止
せ
ん

こ
ピ
を
要
求

し
た

こ
嬉

'

論

叢

濁
占
葡
擁
蓮
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
十
八
巻

(第
三
號

四

ご

五
九
一

1)、V.Eucken,DieVei・balld3bi1「lunginderSeeschiffユhi:L.S221.

,



論

叢

濁
占
的
法
蓮
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
+
八
巻

(第
三
號

四
二
)
.
五
九
二

が
あ

っ
π
。
併

し
此
訴
訟

に
封

七
猫
逸

大
審
院
は

、
被

告

海
運
業
者

は
他

の
如

何
な

る
企
業
者

も
然

る
が
如

く

、

競
争
者

を
塵
倒

せ
ん
が
爲

め
に
は
、
賃

率
を

自
己

の
任

意

に
從

っ
て
決
定
す

る
の
肩
由

ざ
、
楡
逡
貨

物
を
全
然
自

己

に
委
託
す

る
荷

主

に
は
特
別

の
利

益
を
與

ふ
る
の
自

由

ε
を
有
す

る
の
み
な
ら
す

、
更

に
、
長
期
間

船
主

に
忠

.

實

に
し
て
、
之

に
よ
削

て
有
効

に
そ

の
船

主

の
企
業

を
保
護

し
π
る
荷

主
に
射

し
て
は

、
延
展

金

の
許
輿

に
よ
り

て
彼

に
利
益

を
與

ふ
る
は

、
自

然
的
愛
當

の
威
置

で
あ

る
、

ε
の
割
決

を
下
し

て
、
他

国

に
於

て
は

そ
の
弊
害

を

多
少
公

に
認

め
ら
れ

て
居

る
厨

の

こ
の
運
賃

延
戻
制

を
、
無
條
件
的

に
是
認

し
た
の
で
め

っ
た
。
故

に
、
此

判
決

に
よ
り

て
、
蓮
賃

廼
戻
制

な
る

も
の

は
、
猫

逸
国

法
の
下

に
於

て
明

か

に
適

法
な

る
も
の

ε
決
定

せ
ら

れ
た
鐸
で

あ
る
。

か
く
の
如

一
、
凋
逸

に
於
て

は
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
射

し
て
も
、
運
賃

延
展
制

に
謝

し
て
も
、
空
然
好

意
的

な

る
態
度
を

ε

っ
て
居

る
の
で

あ

る
か
ら
、

之

に
勤

し
て
何
等

の
禁
止
的

な

る
叉
は
制
限
的
な

る
取
締

的
塵
世
を

探

っ
て
居
な

い
。
否

、
寧

ろ
、

自
国

定
期
船

會
枇

を
保
護

し
て
、
之
を
有
力

な

る
も

の
だ
ら

し

め
、
そ

れ
が
加
盟

す

る
国
際
的

ゴ
ソ
フ
ァ

レ
ソ
ス
内

に
於
て
、
指

導
的
地
位

を
青

む

る
こ
ざ
を
得

七

む
る
に
努

め
、
以

て
、

コ
ン
フ

ァ

レ
ン
ス
の
楼
業
政
策
を

し
て
、
猫
逸

の
海

外
貿

易

の
爲
め
に
、
不
利

な

る
も

の
π
ら

ざ
ら

し
む

る
の

み
な
ら
す

更

に
進

ん
で
、
之

を
有

利
な

る
も

の
に
仕
向

け

し
む
る
の
政
策

を

ご

つ
て
居

た
の

で
あ

る
。

猫
逸

の
こ
の
態

度
を
最

も
碧

し
く
例
謹
す

る
も

の

ε
し

て
、
私
は
藪

に

エ
ム
デ

ン
問
題

な
る
も

の
を
引
用
す

る

1)Giese,Da5SeefrachttaTifwesen,7919.S・274に よ る ・



で
あ
ら

う
。

そ
れ
は

}
九

一
二
年

に
起

つ
だ
も
の
で
、

ハ
ン
ブ

ル
グ

に
本

店

を

有

つ
猫

逸

運

送

株

式

會

敢

、
(
∪
①舞
。。。竃

閃
①
①匙
Φ
「。
γ
0
2
。
房
6診
津
島
・
び
・
駕
し
が
、移

民

輸
送

の
目
的
を

以

て
、
エ
ム
デ

ン
よ
り
純
音

へ
の
定

期
航

海
を
新

た

に
経

管

せ
ん

こ
ビ
を

企

て
、
濁
逸

政
府

の
認

可
を
求

め
た

こ

ε

に

始

ま
る
。

元
来

、
こ
の
北
欧

ご
北

米

蓬
の
問

の
航
路

に
は

、

一
八
九

二
年

掛
ら
既

に

三
〇
「㍗
〉
叶ド
目眩
。・鼻
の
「
U
9
ヨ
℃
融
目
ご
三
の
く
理
匿
壼

(
Z
・
∪
.
ご

く
・)
論

ず

る

・
ソ
・
ニ

ソ
ス
が
あ

っ
て
、
凋
逸

ε
北
米

あ

問

は
、

そ
の
加
盟
着

た

る

出
　

げ
藷

弘

　

卿パ
僧

翼
三
Φ

ε

Z
o
三
号
二
斤・。。浮

い
[o
逸

ど
の
こ
會

肚

が
専

ら
定
期

航

海
を
経
鬱

し
て
居

つ
π
の
で
あ
る
。
故

に
前

述

の
計
垂

は

、
取
り

も
直

さ
す
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
加
盟
者

ε
し

て
濁
占

的
地
位

に
在

る
此

こ
會
魅

に
封
ず

る
競

争
開

始
を
意

味
す

る
こ

ε
に
外

な
ら

阻
の
で

あ
る
。
從

っ
て
、
此

計
豊
を
認

可
す

る
か
拒
否
す

る
か
は
、
猫

逸
政

府

の
凋

古
海
運
業
者

に
野
す

る
態
度
を
表

明
す

る
も

の

で
あ
り
、
叉

之
に
よ
り
て

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
封
ず

る
そ

の
態

度
を
窺
知
す

る
こ

ξ
を
得

る
も

の
で
あ

る
。

此

計
叢

は
聯
邦
議
會

の
遂
に
拒
否
す

為
所

ε
な

っ
た

。

そ
の
拒

否

の
理
由

ご
し
て
、
特

の
プ

ロ
シ
ャ
商
務

大
臣

ジ
ド
ゥ
(oQ
}、亀
。
ε

氏

の
述

べ
た

る
所

は

こ
う
で
あ

る
。

『
こ
の
新

ら

し

い
認

許
箭
述
の
計
書
を
新
た
に
認
許
す
ろ
こ
ε
)

は

エ
識
デ

ソ
に
は
幾

許
か

の
利
盆
を
與

ふ
る
で
も
あ
ら
う

が
、
併

し
凋

逸

の
二
大
會
肚

(詩
ヨ
げ
霞
叩
〉
舞

舞
円
丘

コ
δ
ε

2
。
五
号
戸一汁皿.ゴ
、
虻
。注

ぐ、
の
こ
ぐ、)

に
は
、
甚

大

な
る
損
害

を
與

ふ
る
こ

ご

、
な

る
で
あ
ら

う
。

か
く

の
如

き
を
避

く

る

こ
ε
は
、
濁

逸

の
而

し

て
叉

プ

ロ
シ
ャ
の
利
益

ε
す

る
所

で
あ

る
。
何

ε
な
れ
ば

、

こ
の
二
大
會
　肛
は
、

ハ
ソ

・論

叢

濁
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
る
政
策
.

第
十
八
巻

(第
三
號

四
三
)

五
九
三

◆

0



論

叢

櫛
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
十
入
谷

(第
三
號

四
四
)

五
九
四

ザ
人
⊥
⊥
の
活
眼

ご
胃
瞼

ご
に
よ
り

て
設

立

ぜ
ら
れ
純
替

せ
ら

れ
て
居

る
も

の
で
あ

る

ご
は
盲

へ
、
国

際
的
角
逐

場

裡

に
於
け

る
そ

の
繁
榮

・義

援

荘

は
、
全
市
國

の
而

し
て
ヌ

プ

・

シ
ヤ
の
利
害

の
閲
す

る
所

で
あ

る
か
ら

で
あ

血叉
・
當
時

多

甕

舞

冨

寿

・嘉

・
・冨
.

も
此
問
題
を
論
じ
て
三
・
享

島

;

の
新
ら
し
い
海

運
企
業

特
に
叉
移
民
輸
逡
事
業
を
維
持
せ
ん
ε
す
る
集

は
、
既
存
の
企
業
あ

激
烈
な
る
競
争
、
即
ち
内
国

の
企
業
#
〃び
に
外

囲

の
企
業

こ
の
激
烈

な
る
競
争

に
於

て
の
み
、
現

は
れ
来

る
こ
ご
が
出

京

る
も

の
な

る
は

、
明

白
な
る
妻

で
あ
る
・
か
あ

如
き
競
争

紅

ら
ば
、
之
に
　

て

一
流
の
猫
逸

二
大
曾
肚
が
、
共
難

の
地
倍

惹
き
入
れ
ら
る
・
こ
ξ

亦
明
か
で
あ
る
。
此
二
曹
破

世
界
交
通
の
多
あ

航
路

に
於
て
、
既
に
外
国
企
響

の
激
烈
な
る
親
書

立

つ
た
。
盆

、
自
国
に
於
け
・
糎

な
る
競
争
の
開
始
に
よ
り
て
、
彼
等
の
地
位
を
困
難

な
ら
し
む

る
こ
ε
は
、
望
ま

し
か
ら
す

ご
云

ふ
だ

け
で
済

む

も
の
で

は
あ
る
ま

い
。
殊

に

賭
。
.琶
Φ
二
庁⑳。一μ.
=
。
且

ε

調
製
8
σ
霞
『q
I
>
ヨ
Φ
≡
鼻

匿
一帯

ご
は
、
軍

に

ハ
ソ
ザ

都
市
だ

る
ブ

レ
ー
メ

ン
ε

ハ
ン
ブ

ル
ク
の
企
業

惣
る
の
で

は

全
然
な

く
、
此

世
界
的

企
業

に
は
實

に
全

帝
国

領
土

よ
り

の
猫
逸

の
資
本

が
参

加
し
て
居

る
こ
ε
を
忘
れ

て
は

、な
ら

漁
ざ
共

に
、
此
二

曹
耐

の
存

立

ご
獲
農

ε
は
、
貴

に
帝
園

の
利
害

に
著

し
き
関
係

を
有

つ
も

の
な
る

こ
ε
を

の

・
見
逃

し
て
は
な
ら

激
』

右

の
二

つ
の
議

論
の
表

面

に
は
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
に
封
ず

る
猫
逸

の
態

度
な
る
も

の
が
直

接

に
何
等
見

ら

れ

1)W.Eucken,DieVerbandsbildunginder

2)a.a.0.,S.165,S.2201こ よ るo

Seeschiffahrt,S.2206,



、

て
居
な

い
・
併

し
・
薙

の
計
劃

の
拒
再

　

て
保
馨

ら
・
會
陛

、
国
際
的

・
チ

ア

・
ソ
歪

加
盟
せ

る
も
の
で
あ
り
・
か
・
る

・
ン
フ
ニ

ソ
ス
に
射
し
て
は
、
國
家
が
自
国
の
利
益

の
爲

遭

、
或
葉

方
針
を
ε

ら
し
め
ん
姦

し
て
も
・
直
接
之
に
何
等

の
干
渉
を
な
す
・ぎ

が
出
家
な
い
も
の
で
あ
・
。
故

に
、
か
・
る
場
合

に
国
家
ε
し
て
探
レ
得
る
方
響

、
そ
れ
に
加
盟
せ
る
自
国
の
會
肚
を
し
て
有
力
な
る
も
の
た
ら
し
め
、
椹
威
あ

養

畜
椹
を
得
し
め
・
之
を
通
じ
て
聞
捲

・
ン
・
・
レ
ン
蒼

し
て
国
家
の
方
針
に
從
は
し
め
る
の
外
は
な

い

の
で
あ

る
。
此
事
柄

を
念
頭

に
撞

い
て
、
前
掲

の
議
論

.
特

に
齎
務
大
臣

の
吉
を
讃

ま

ば
、
濁
逸

の

コ
ン
フ
ァ

レ

ン
ス
に
封
ず

る
態

度
が
如

何
な

る
も

の
で
あ

る
か
は
、

自
ら

明

か
に
な

る
で
あ
ら

う
。

戦
後
の
含

、
濁
逸

の
各
定
期
船
會
肚
鐘

も
戦
前
の
勢
力
は
な

い
。
耕

し
若

書

し
て
其
鍛

を
回
復
し
、

且

つ
世
界
航
路

に
於
け
る
活
動
を
開
始
し
τ
居

・
。
古

し
て
政
府
は

国
書

辱

雪

・
二
冨

・
三
。

や

宕
。
.争

[̂窪
需
3
0

唄」
3
・二

に
互
額

の
貸

附
金

を
な
し
、

又
は

其
他

の
手
段

を
以

て

之
を
保
護

し
て
居

る
こ
ご
よ
り
見

れ

ば
・
そ
の

ラ

フ
・
ひ

ソ
ス
に
甥
す
る
態
度
は
、
戦
前

高

誓
の
憂
化
な
き
を
推
察
す
る
こ
ε
が
出
家
る
。

二

北
米
合
衆
国
の
罰
ン
7
ア
レ
ン
ス
に
封
ず
る

㎜
般
的
態
度

猫
逸

ど
全
然
正
反
謝
に
、
猫
占
的

・
ソ
フ
ニ

ン
ス
及
び
運
賃
麺
戻
制
に
謝

し
て
、
排
斥
駒
井
認
的
態
度
を
ε

る
所

の
最
も
代
表
的

な
る
は
、
北
米
合
衆
国

で
あ

る
。

元

来
、
合
衆

国

に
於

て
は
、
外
国
船
主

の

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
の
歴
迫

に
よ
り

て
、
そ

の
定
期
贈

事
業

の
獲
達

が
阻

害

せ
ら

れ
、

海
運

の
猫

立
を
計

る

こ
ε
が
頗

る
困
難

な
る

論

叢

濁
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
ゐ
政
策

第
十
入
巻

(第
三
號

四
五
)

五
九
五



■

論

叢

濁
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
十
八
巻

(第
三
號

四
六
)

五
九
六

凱
態

に
あ

っ
た
。

そ
れ
故

に
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
封

ず

る
非

難
は

、
民
間

に
於

て
も
政
府

に
於

て
も
甚

だ
高

か

っ
た

の
で
め
る
。
殊

に
、
合
衆
国

の
立
法
的
産
業
政
策

が
、
企
業

の
櫛

占
的
聯
合
を

】
般
的

に
禁
止
す

る
趣
旨

な

る
は
、
各
種

の
合

同
禁
止

法
(〉
コ
争

耳
且
無

目勧
藷

)
の
規

定

に
明

か
な

る
所

で
あ

る
。
故

に
、
濁
占

的
海
運
同
盟

も

前
述

の
世
間

の
非

難

に
影
響

せ
ら
れ

て
、
此
等

の
合

同
禁
止

法
の
規

定

の
適
用

に
漏

れ

る
こ
ご
能
は

ざ

る
も

の
ε

解
繹

せ
ら

れ
、
合
衆

国

の
貿
易

を
不
當

に
制

限
す

る
こ

ε
に
よ
り
て
濁
占

を
な
す

も

の
ε
認

め
ら

れ
て
居

っ
た
。

併

し
乍
ら

、
合
衆
国

が
そ
の
海
運

の
凋

立
を

計

る
目

的
を
以

て
、
海
運
政
策
を
愈

瓦
確

立
す

る
が
爲

め
に
は
、

海
運

同
盟

な

る
も

の

、
性

質
及

び
利
弊
を
十

分
に
調
査

し
、
合

同
禁
止
法

の
規
定

を
之

に
適
用
す

る

こ
ε
が
果

し

て
當

を
得

π
る
も

の
な
り
や
否
や
を
研
究
す

る
の
必
要

あ
る

こ
ε
が
認

め
ら

れ
、
第
六
十

三
議
會

に
於

て
、
海
運

及

び
漁

業
委
員
會

(O
。
巨
∋
窪
8

。
口
二
拓

寓
①R。罫
三

言
葺

器

窪

亀
空
。。冨
「【Φの
)
を

し
て
、
合
衆

國
關
係

方
面

に
於

け

る
海
運

同
盟

に
聞
す

る
調
査
研
究

を
な

さ
し
む

る
こ
ε

、
な
.
つ
た
。

該

委
員
曾

は
、

↓
九

=

二
年

一
月

よ
り
、
海
運
及

び
海
外
貿

易

に
従
事
す

る
代

表
的
な

る
人
物
五
十

五
人
を
讃

入

亡
し
て
喚
問

し

、
海
運

同
盟

に
關

す

る
種

々
な

る
事

實

ε
、
之

に
封
ず

る
政
策
的
意

見
ε
を
聴
取

し
て
、
綿
密

な
る
調
査

を
遂
げ
、

　
九

}
四

年
そ

の
報
告
書
を

獲
表

し
た
。

そ

の
報

告
書

に
現
は

れ
た

る
該
委
員
會

の
海
運

同
盟

に
封
ず

る
立
法
的
政

策

に
関
す

る
意
見
は
、

コ
ン
フ
ァ

レ

ン
ス
嫁

る
も

の
は

、
之

を
禁
止
す

る
よ
り
も
寧

ろ
政
府

の
適
當
な

る
監
督

の
下

に
許
容
す

る
方

が
、
合
楽
居

の
海

1)Sherm.しnAnti一 匕rustActofi890,WilsonTarif〔Actof【894,Clayton.1⊂t

ofI41g.



蓮
及
び
.貿
島

の
爲
め
に
有
利
で
あ
曲る
.
ど
云
ふ
に
決
定
し
た
。
即
ち
報
告
書

の

一
節
に
日
ふ
。

「
弦
に
立
法
的
鋤
告
を
な
す
に
當
り
、
委
員
會
は
、
調
査
し
た

る
各
種

の
事
實
を
基
礎

円
し
て
.
(政
府

の
)採
用

す

べ
き
政
策
ε
し
て
は
只
二

つ
の
途
あ
る
の
み
な
る
こ
ざ
が
明
瞭

蓬
な

っ
た
。
現
に
世
界
的

一
般
に
行
は
れ
て

居
る
所
の
、
(
海
運
業
者
間

の
競
争
制
限
に
關
す

る
)明
約
及
び
黙
約
は
、
(海
運
界
に
於
け
る
)無
制
限

の
競
争
.

を
復
派
す

る
目
的
を
以
て
、
之
を
禁
止
す
る
こ
だ
も
出
來
、
叉
は
(此
等
に
附
随
す
る
所
の
)
現
在
の
諸
弊
害
を

除
去
す
る
方
針

の
下
に
、
之
を
認
容
す

る
こ
ご
も
出
家

る
。
第

一
の
敬
策

の
採
用
-

我
が
外
囲
貿
易
の
殆
宅

.

総
て
の
方
面
に
於
て
、
事
實
⊥
総
て
の
定
期
船
會
趾
の
闘
に
存
す
る
共
同
協
定
を
禁
止
す
る
こ
ε
-

は
、
曹

に
海
蓮
界

に
於
け

る
現
在

の
開
献
態
を
縛
掃

射
に

櫓
齪
す

る

こ
ど

＼
な

る
の
み
な
ら
す

.
正
直

に
公
準

に

コ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が
業
務
を
行

ふ
な
ら
ば

之
よ

b
生
す

べ
き
も

の
ε
認

め
ら
れ

て
居

る
厨

の
各
種

の
利
益

を
一

節

へ

り

あ

モ

ち
海
連
勢
務

の
よ
り
叛
.律

的

に
し

て
よ
り

頻
繁
な

る
こ
オ
、
賃
率

の
安
定

に
し
て
均

等
な

る
こ
ε
、
海

運
勢
務

あ

エ

生
産
費

の
節
約

せ
ら
る

＼
こ
遣
、
出
帆
の
よ
り
ょ
く

(嚇
問
的
弁
ぴ
に
地

理
的
に
)
配
分
せ
ら

る
、
こ
ビ
、
.外

囲
市
場
に
灘
し
亜
米
利
加
よ
り
の
賃
率
ε
鰍
羅
巴
よ
り

の
賃
率
ε
が
同
等
に
保
陀
惹

、
こ
ε
、
秘
密
協
約
及
び

差
別
的
な
る
内
容
を
も

つ
管
渠
敬
策
の
廣
止
に
よ
り
荷
主
が
均
等

の
取
扱
を
受
く
る
こ
ε
等
の
如
き
諸
利
益
を

i

亜
米
利
加
の
輪
降
業
者
及
び
輸
入
業
者
よ
り
奪
ふ
こ
ご

、
な
る
ぜ
思
燻
す

る
。

『
此

等

の
利
金
は

、
委
員

會

の
信
ず

る
腱

に
よ
れ
ば

、
既
存

の
各
航
路

に
於

け
る
各
定
期

船
會
肚

し
黝

し
、
賃
率

論

叢

猫
占
的
諺
蓮
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
+
入
港

(第
三
號

四
七
)

五
九
七

9
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論

叢

櫛
占
飽
海
運
同
盟
に
封
ず
る
政
策

第
十
八
巻

(第
三
號

四
八
)

五
九
八

及

び
共
同
計
算
に
關
す

る
契
約

の
形
式
に
よ
り
て
同
盟
を
形
成
す

る
こ
ご
を
、
政
府
の
監
督

ご
管
理
の
下
に
、

許
容
す

る
こ
ε
に
よ
り
て
の
み
保
全
せ
ら

る
Y
も
の
で
あ
る
。
(
海
運
界
に
於
け
る
)公
明
な
る
競
争
は
現
存
の

(海
運
業
者
間
の
)諸
協
約
の
廃
棄
を
命
ず

る
こ
ε
に
よ
り
て
、
暫
時
た
b
こ
も
之
を
保
障

し
得
る
も
の
に
あ
ら

ざ
る
こ
ξ
は
、
委
員
會

の
意
見
の

一
致
す

ろ
所
で
あ
る
。
海
運
同
盟
の
全
歴
史
は
、
海
運
界
に
於
て
同

一
の
航
路

に
多
数
の
定
期
船
會
肚
が
瞥
業
せ
る
場
合
に
は
、
戦
争

ε
平
和
ご
の
問

に
何
等
幸
幅
な
る
中
間

の
存
在
せ
ざ
る

こ
ご
を
示
す
。
此
報
告

に
於
て
諭
せ
ら
れ
π
る
多
藪

の
契
約
及
び

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
協
約
の
最
大
部
分
は
、
運

賃
職
事

の
所
産
で
あ

っ
て
、
競
争
會
雁
問

の
休
戦
状
態
な
る
を
現
は
し
て
居
る
。
現
存

の
(海
運
業
者
間

の
)
諸

契
約
を
庵
棄

せ
し
む
る
こ
ε
は
、
次
の
二

つ
の
結
果
の
何
れ
か

一
つ
を
齎
ら
す
で
あ
ら
う
、
即
ち
定
期
離
會
肚

、
は
、
弱
者

の
衰
亡
張
者
の
残
存
を
結
果
す
る
所
の
運
賃
戦
争

に
徒
事
す
る
か
、
若
し
く
は
冗
費

の
多

き
圖
孚
を

門

燈

け
ん
が
網
め
に
共
同
所
有

の
手
段

に
よ
り
合
同
す

る
か
、
の
何
れ
か
で
あ
る
。

こ
の
何
れ
の
結
果
も
、
立
法

に
よ
b
て
避
く
る
こ
ε
を
得
ざ
る
も
の
で
、
而
し
て
そ
の
何
れ
も
十
分
に
宿
敵
な
る
蜀
占
を
意
味
し
、
且

つ
そ

の
猫
占
は
協
約
の
方
法
に
よ
り
て
成
立
す

る
所
の
も
の
よ
り
遙
に
布
敷
張
力
な
る
も
の
ご
信
ず
る
。
の
み
な
ら

す
、
海
運
同
盟
な
る
も
の
は
合
衆
國
の
掛
外
貿
易
に
従
事
す
る
定
期
船
會
肚
に
限

っ
て
存
在
す

る
も
の
で
は
な

い
。

之
は
、
合
衆
国
の
封
外
貿
易
に
存
す
る
ε
同
様

に
、
謂
外
國
の
蜀
外
貿
易
に
於
て
も

一
般
に
廣
く
行
は
る

、
所
で
あ
る
。
此
等
諸
外
囲
の
貿
易
業
者
は
.
冷
日
、
海
運
の
協
定
よ
り
生
す
る
前
述

の
諸
利
益
を
享
受

し
て

『
.

.



居

る
。
(
故

に
)
合
衆

国
航
路

に
従
事
す

る
定
期
船

會

肚

圓
に
、

一
般
的
虐
殺
的

な

る
競
争

を
復
活

せ
し
む

る
こ

ε
は
、
亜
米
利
加

の
輸
出

業
者
を
、
多

く
の
販
路

に
於

て
.
彼

等

の
外

國

の
競

争
者

に
比
し
て
.
不
利
益

な
る

地
位
.に
機
く

こ
ぜ

・
な
る
』

「
多

く
の
利
益

の
存
在
す

る

こ
`
は

之
を
認

む
る
も
の

、
、
委
員
會
は
、
海

運
同
盟
が
政

府

の
有
残

な
る
監
督

の

或

形
式

の
下

に
置

か
る

、
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
之

を
是

認

せ

ん
こ
す

る
も

の
で
は
な

い
。
政
府

の
監
督

な
く

し
て

か

、
る
同
盟

を
許
容
す

る
こ
ご
は

、
そ

の
當
事
者

に
無

制
限
な

る
行
動

の
構

利
を
賦

興
す

る
こ
ε
を
意
味
す

る
。

(海

運
同
盟

に
は
)
種

々
な

る
弊
害

が
存

在
し

て
居

る

、
婁

員
會

の
受
理

し
だ

る
彰
鍬

の
抗
議

は
、

か

、
る
弊
害

の
存
在
を
認

む
る

の
外

な

き
こ
ご
を
示

し
て
居

る
。

…
…
…
」

か
(
て
此

の
報
告

書
は
、
合
衆
国

航
路

に
於
け

る
當

聴

の

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
は

、
何

等
法
的
制
限

を
受

け
ざ

る

凋

占
的
地

位
を
有

し
、

か

、
る
凋
占

に
は
弊
害

の
附

鐙

す

る
こ
ご
の
免

れ
難

き
こ
ご
を

論
じ
、
陸
上

の
運

送
業
者

は

、
そ
の
管
業

に
閲

し
法
規

の
命

ず

る
所

に
從

は
ざ

る

べ
か
ら
ざ

る

こ
ご

、
せ
ら

れ
居

る
に
拘
は
ら
ず
、
海
運
業

者
は

、
縦

ひ
私
的
契
約

に
よ

6
ご
は

冒

へ
、
そ
の
敷

果

の
上

よ
り
云

へ
ば

、
多
く

の
場
合

に
は
法
的
凋
占

ご
揮
ば

ざ

る
程

の
勢

力
を
有
す

る
の
不
都
合

な

る
を
難

じ
、
海

運
同
盟

よ
り
生
す

る
利
益

の
如

巷
も
、
若

し
何
等
政
府

の

ゆ

監

督

な
け

れ
ば
、
荷
主

の
側

に
は
全

く
自
己

を
保
護

す

る
手

段
を
敏

く
も

の
で
あ

る
か
ら

、
悉

く
消
滅
す

べ
き
も

の
で

あ
る
ε
し

て

「
亜
米

利

加
の
輸
出
業
者

及

び
喩
入

業
者

に
、
前

述

の
諸

利
益
を
保
存

し
て
、
そ

の
弊
害
を
除

論

叢

搦
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
十
八
巻

〔第
三
號

九
)

五
九
丸

'



論

張

櫛
占

阿
海
運
同
盟

に
封
ず

ろ
政
策

第
十
入
巻

ハ第

三
號

剛
五
〇
)

六
〇
〇

り

く

に
足

る
べ
き
監
軽

を
探

ら

ん
こ
鴬
聖
勧
告
す

る
』

ざ
述

べ
て
居

る
。

合
衆

国

の
.コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
に
謝
す

る
態

度
は
、
右

の
委
員
會

の
報
告

に
從

っ
て
確

立
せ
ら

れ
た
。
從

っ
て
、

從
來

の
禁

止
的
政
策

を
多
少
緩
和

七
て
、

コ
ン
フ
ァ

レ

ン
ス
の
、存
在

は

之
を
認
容
す

る
こ
ご

、
し
、
只

之
を
歌
府

の
監
督

の
下

に
撞
く

こ
`

、

し
た

の
で
あ

る
。

}
九
.
一
六

年

に
制

矩

せ
ら

れ
た

る

合
衆

幽
商
船

法

(
ω
三
℃
で
ぎ
㈹

>
pご

は
、
石
委
員
會

の
調
査
報
告

に
基
き

て
各
種

の
規

定
を
設
く

る

こ
ε

、
な
り

.
殊

に

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
關

す

る
範

園

内
に
於

て
は

、
合

同
禁
止

法

に
除
外
例

を
設

く

る
こ
ご

、
な

っ
た
。
即
ち
同

法
第
十

五
條

が
、

コ
ン
フ

ァ

レ
ン
ス
協
約

は
如
何

な

る
も

の
も

、
之
を

同
国
船
舶

院

に
届
出

づ

べ
き

こ
ε
を
要
す

窪
し
、
而

し
て
同
院

に
よ

b

て
認
可

せ
ら

れ
π

る
協

約
は
総

て
之
を
合
法
的
な

る

も
の

ピ
な
七
、
合

同
禁
止

法
の
適
用
範
園
外

に
置

か
る

べ

き
曽
和
規

定

し
て
、
看

の
趣

旨
を
明

か
に
し
た
。

か
く

の
如
く
、
合
衆

國
は
合
同
禁

止
法

に
劃
す

る
除

外
例

を
設

け
て
、
船
舶
院

の
認
可

を
得

た

る

コ
ソ
フ
ァ

レ

.

ソ
ス
契
約

は
合
法
的

な

る
も

の

ε
な

し
た

奄
結
果

「

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
そ

の
も
の
も
合
衆
国

の
注
律

上
有
妓

な
る

も

の
ε
し
て
取
扱
は

る

＼
こ
ご

＼
な

っ
た

の
で
あ

る
が
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
が
そ

の
描

出

を
獲

得
維
持

せ

ん
が
爲

め
に
、
競
争

の
獲

些
を
妨
過

す

る
目
的

を
以
て
採

る
所

の
各
種

の
手
段

は
、
不
法
な

る
も
の
ご
し
て
禁
止

せ
ら

る

、

こ
ε

、
な

っ
た
、
之

は
、
前
述

の
海
運

及

び
漁

業
委
員
曾

の
決
議

を
そ

の
儘
採
用

し
た
も

の
で
、
商

船
法
弟
+
四

條

の
規

定

ε
な

っ
て
現

は
れ
た

の
で
あ

る
が
、

】
九
二
〇
年
の
海
運
法

(鑑
2
9
塁
↓
ソ
萄
「=戸o
>
∩こ

は
そ
の
第

二

】)ibidr.418.

■



十
條

の
規
定

を
以
て

之
を
若

干
修
正

し
、
且

つ
商
船

法
弟
十
四

條
の
次

に
第
十
四
條

の

a
が
附

加

せ
ら
れ

把
。
.

今

、

こ
の
規
定

に
基

き

て
合
衆
国
關
係

航
路

に
於

て
禁
止

せ
ら

れ
た
る
事

項
を
塁
ぐ
れ
ば
、
(
一
)
運
賃
延

展
金

の
支
彿

ひ
又
は
許
容
を

な
す

こ
ξ
、
(
二

)運
賃
延

展
金

の
支
彿

ひ
ヌ
は
許
容
を
駕
す
所

の
明
示
又
は
黙
示

の
同
盟
、

協
約
若

し
く
は
内
約

(6
。
目
眩
8
ま

9

指
お
Φ
ヨ
①口
[
。
「
毎
号
韓
雲
集
轟

)
に
加
入
す

る

こ
ご
、

(ご
一
)競
争
撃
退

船
、

(団
讐
穿

四
ωぼ
℃
)

を

使
用
す

る
こ
ビ
、

(四

)荷
主

に
謝

し
報
復
手
段

ご
し
て
運
送

の
拒
絶

を
な
す

こ
ε

、
.(
五

)運

送
拒
絶

の
通
告
を
以

て
荷

主

に
報
復

す

る
こ
`
、

〔⊥
ハ
)荷

主

に
射

し
不
當

な

る
差

別
的
手
段

を
用

み

る
こ
ε
(七

)

荷
主

に
不
利
益

ε
な

る

べ
き
不

正
當
な

る
待
遇

叉
は

不

公
奉
な

る
差
別
的
待
遇

を
な
す

こ
ご
、
等

で
あ

る
。
而

し

て
、
外

國
海

運
業
者

に
し
て
、
(
イ
)此

等
の
禁

止
事

項

に
違
反
す

る
か
、
若

し
く
は

、
(
ロ
)外
国

諸
港
間

に
於
て

右

の
禁
止

事
項
を
慣

行

し
、
且

つ
加
入

の
申
込

を
な

し
た
る
合
衆

国
海
運
業
者

に
封

・し
他

の
加
入
者

ご
均
等

の
條

件

を
以

て
加
入
す

る
こ
蓬
を
排

斥
す

る
所

の

コ
ン
フ

ァ

レ
ン
ス
に
加
入
し
居

れ
ば
、

そ

の
外

国
梅
運
業
者

の
所
有

船
蓮
用

船
が
合
衆
國
領
域

内

の
諸
港

に
入
港

す

る
こ

ξ
を
拒

否
す

べ
き
旨
を

も
規

定

し
て
居

る
。

故

に
こ
の
規

定

に
よ
れ

ば
、

コ
ソ
フ
ァ

レ
γ
ス
が

競
争
者
を
排
撃
す

る
に
最
も
有

力
な

る
手
段

で
あ

っ
て
、

且

つ
今

日
街
諸
外
囲

に
於
て
は
認
容

せ
ら

れ

て
居

る
所

の
、
運
賃
延
展
制

な
る
も

の
は

、
合
衆

国
に
於
て
は
、
之
を

採
用
す

る
こ
ご
も
、
叉

之
を
採
用

す

る

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
に
加
入
す

る

こ
ご
も
禁
止

せ
ら

れ
て
居

る
し

.
又
外

國

海
運
業
者

が
之
を
採
用
す

る

か
、
叉
は

之
を
採
用
す

る

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
に
加
盟

し
居

れ
ば
、
そ

の
船

舶
の
入
港

論

叢

蜀
占
的
海
運
同
盟
に
封
ず
ろ
政
策

第
+
八
省

(第
「;
號

n
五
一
)幽
門六
〇
「



論

叢

櫛
占
的
海
運
同
盟
に
謝
す
る
政
策

鋳
+
入
谷

(第
三
號

五
二
)

六
〇
二

を
禁
止

す

る
ざ
云

ふ
の
で
め

る
。
故

に
合
衆

国
は
、
運
賃

延
戻
制

を
徹

底
的

に
禁
止

排
斥

す

る
趣
旨

な

る
こ
ご
が

明

か
で

あ
る
。
之
を
前

に
述

べ
た
る
濁
逸

大
審

院

の
判
決

ご
比
較

せ
ぱ

、
運
賃

延
展

制
に
謝
す

る
而

國

の
態

度
が

正
反
樹

の
側

に
あ

る
こ
ご
が
分

る
。

運
賃

死
屍
制

の
な

き

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
は

、
猫

占

的
同
盟

ε
し
て
甚

だ
薄
弱
な

る
も
の
な

る
は
、
嘗

て
説

明

し

π
る
所

で
め

る
。

コ
ン
7
ァ

レ
ン
ス
が
凋
占

的
地

位

を
獲
得
維

持

し
得

る
は

、
圭

{
し
て
運
賃
延

展
制

に
よ
る

か

ら
で

め
る
、
然

る
に
、
合
衆

國
は

、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
は

之
を
認
容
す

る
も

、
運
賃

延
戻

制
は
全

然
禁
止
す

る
の

で
あ

る
か
ら

、
合
衆

國

の
國

法
上
、
合

法
的

の
も
の

`
し

て
存

在

し
得

る

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
は
、
競
争

者
を
排
撃

す

る
の
力
殆

こ
な

き
も

の
で
、
從

っ
て

コ
ン
フ
ァ

レ

ン
ス
の
賃

率

に
安
定
性

を
敏

き
、
海
運

界

の
景
気

の
如

何
に

よ
り

て
、
鋭
敏

に
憂
動
ず

る
の
可
能

人
な
る
も

の
ご
な

る
。
而

し

て
、

コ
ン
フ
ァ

レ
ン

ス
の
賃
率
協

定
が
、
海
運

喀

界

の
激

氣

の
如

何

に
よ
り

、
現

れ
凍
る

べ
ぎ
競
争
者

の
運
賃
政

策

に
よ
b

て
影
響

せ
ら

る

、
こ

ご
多

き

置
き
は
、

そ

の
賃

率
協

定

の
維

持

せ
ら

る

、
可
能

も
少

き
も
の

ε
な
り

、
其
結
果

コ
ン

フ
ァ

レ
ン
ス
そ

の
も

の

、
存
在

が
、

甚

だ
薄

甥
な

る
基
礎

の
上

に
在

る
こ
ピ

、
な

る
は

、
避

け
難

き
所

蓬
言
は
な

け
れ
ば

な
ら

諏
。

而

し

て
、
合
衆
国

の

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
謝
す

る
態

度

の
中

、
最
後

に
注

意
す

べ
き
こ
ご
は
、
前

述

海
運

注
第

二
十
條

に
よ
り
て
附

加

せ
ら

れ
た

る
商
船

法
弟
十
四

條

の

a
の
規
定

で
あ

る
。
此
規

定
に
よ
れ
ば

『
合
舟
囲

の
市

民

に
外
す

し
て
、
貨
物
若

し
く
は
旅
客

の
水
上
蓮
逡

に
従
事
す

る
も

の
が
、
…
…
…
外
國

諦
港
間

の
貨
物
恥

し
く



う

は

旅
客

の
運
送

に
閲

し
・
運
貧

の
延
戻

其
他
第
+
四

條
に
規
定
す

る
不
公
正
な

る
慣
行

を
包
含

す

る
肝

の
、
而

し

て
叉
、
合
衆

国
市
民

た

る
運
送
業
者

に
し
て
加
入

の
申
込

を
爲
し

た
る
も
の
に
劃
し

、
他

の
加
入
者

ε
均
等

の
條

件

を
以

て
加
入
を
許
容
す

る
こ
だ
を
排

斥
す

る
所

の

、
明
示
若

し
(
は
黙
示

の
、
同
盟

.
協

約
ヌ
は
内
約

に
加
入

し
居

る
や
否
や
」

を
船
舶
院

が
調

査

し
て
、
若

し
之

に
加
入

し
居

る
も

の
ご
決
定

せ
ら

れ
た

る
ε
き
は

、
そ
の
外

国

瀞
運

業
者

の
又
は

「
直

接
若

し
く
は
間

接

に
其
者

の
支

配
を
受

く
る
運
送

人

の
、
所
有
船

叉
は
運
用
船

が
、
合

衆

國
及
び
其

の
領
域
内

の
諸
港

に
入
港

す

る
こ
芭
を

拒

否
す

る
」

こ
ご

に
な

っ
て
贋

る
。
之
は
、
激
照

な

る
運

賃

戦

を
経

験
す

る
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
加
入
す

る
こ
ε
を

得
ざ

る
を
常

`
す

る
所

の
世
界

各
航
路

に
於

け
る

コ
7
フ
ァ

レ
ソ
ス
に
、
合
衆
国

は
、
そ

が
世

界
船

舶
集
中

の

一
中
心

地

π
る
地
位
を

利
用

し
て
、
國

法

の
力
を
以

て
自
国

海

運

業
者

を
無

條
僻

に

て
加

入
す

る
を
得

し
め
ん
ざ
す

る
政
策

で
あ
る
。

ヌ
此
規
定

に
よ
れ
ば

、
自
国
關

係
航
路

に

於

て

は
、
.自
国

の
海
運
業
.看
た
る

ご
外
囲

の
海
温
業

者
た

る
を
問

は
す

、

　
般

的
に
運
賃
延
展
制

を
採

用
す

る
こ

ご
を
禁
止

し
居

b
な
が
ら

、
諸

外
國
聞

の
航
路

に
於

て
は

、
合
衆

国
海
運
業
者

に
も
此
制
度

を
探

出
す

る
こ
ご
を

許

容
す

み
も

の
で
あ

る
ざ

の
解
繹

を
宿

る

、
飴
地

が

め

る
。

現

に
.
聞

く
所

に
よ
れ
ば

、
船

舶
院

の
澄
用
船

に
し

て
諸
外

国
問

の
航
路

に
於

け
る

コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に

加
入

し
居

る
も

の
は
、
其

航
路

に
於

て
は
、
運
賃

延
戻
制

を

行

っ
て
居

る
ε
吉

ふ
こ
ε
で
あ
る
。
運
賃

延
展

制
に

劃
す

る
合
衆

国

の
態
度
は
階

分
得
手
勝

手
な

も
の
で
あ
る

ざ

批

評
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

(未
完

)
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